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平取町の土地利用状況

　〜 森林の大切な役割 〜
◆ 温室効果ガス削減
　地球温暖化の緩和、大気の浄化、粉塵の防止
◆災害や土砂崩れを防ぐ
　土砂流出や落石防止、土壌の保全、洪水緩和
　水質の浄化や水資源の貯蓄
◆雨水を地中に浸透させる
　動物（鳥獣）や植物の保護保全、海や河川の
  生態系保全、木材や食料など原材料の生産

　皆さんが納める「森林環境税」は、国から「森林環境譲
与税」として市町村に譲与され、平取町ではこれを活用し
て間伐などの適切な森林整備、林業の担い手などの人材
育成・確保、木育の推進、公共施設の木質化など、さまざま
な取り組みを積極的に進めています。

　

平
取
小
学
校
で
は
、
木
に
触
れ
る
こ
と
で
森
林

の
大
切
さ
を
知
り
、
自
然
や
森
林
に
興
味
関
心
を

持
ち
、
豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
、
５

月
14
日
㈬
に
木
育
教
室
を
開
催
し
、
２
・
３
年
生
が

「
シ
イ
タ
ケ
原
木
の
植
菌
」を
体
験
し
ま
し
た
。

　

森
林
の
役
割
や
売
っ
て
い
る
キ
ノ
コ
が
ど
の
よ

う
に
で
き
る
の
か
を
学
び
、「
大
き
く
な
ぁ
れ
」
と

声
を
か
け
な
が
ら
一
つ
一
つ
丁
寧
に
菌
打
ち
を
行

い
ま
し
た
。収
穫
で
き
た
シ
イ
タ
ケ
は
、学
校
給
食

に
提
供
し
、食
の
つ
な
が
り
も
学
ぶ
予
定
で
す
。 平取小学校木育教室

平取町の面積 74 ,309ha
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（写真左）手鋸の使い方の指導を受

け、学 校 裏 山 に あ る ト ド マ ツ の 枝

打ちを体験。

（ 写 真 右 ）役 場、森 林 組 合 が 所 有 し

ているドローンで、移動速度、水平

距離や高度の操作を体験。

　

森
林
は
、
国
土
の
保
全
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
森
林
は
国
土

の
７
割
、
平
取
町
も
町
の
面
積
の
う
ち
８

割
が
山
林
で
す
。
豊
か
な
森
林
が
持
つ
多

く
の
機
能
を
活
か
す
た
め
に
、
森
林
を

し
っ
か
り
と
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
、
こ
の
森
林
の
整
備
を

行
う
林
業
で
は
、
担
い
手
不
足
に
よ
り
必

要
な
手
入
れ
が
で
き
な
い
森
林
が
増
え
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
取
町
林
業
振
興
対
策
協
議
会
と
北

海
道
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
に

よ
り
、
森
林
整
備
の
技
術
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
林
業
の
仕
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、

森
林
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
学
ぶ
木
育

教
室
を
開
催
し
、
昨
年
の
植
樹
体
験
に
続

き
、５
月
２
日
㈮
に
平
取
中
学
校
３
年
生

が
、枝
打
ち
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
の
手
に
よ
る
細
か
な
作
業
が
、
森
林

を
持
続
的
に
活
か
し
て
い
く
大
切
な
取

り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
体

験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

 平取中学校木育教室
　〜道民ひとり一本植樹・育樹運動〜

森林を守ろう！平取町木育推進事業
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　 《 受  賞  歴 》
　 平成４年　第１ 回 北 海 道 婦 人 ア イ デ ア 作品展入選、「秀作きのとや賞」
　 平成５年　平 取 町 明 る い 町 づ く り 運 動 推進協議会「住民運動功労賞」
　 平成 13 年　北海 道 教 育 庁 日 高 教 育 局 「 日高管内教育実践表彰」
　 　　　　　平 取 町 功 労 表 彰 「 奨 励 賞 」
　 平成 17 年　財）北 海 道 地 域 活 動 振 興 協 会「第１回優良読書グループ
　 　　　　　北 海 道 表 彰 ・北 海 道 地 域 活 動振興協会理事長賞」
　 平成 31 年　平取 町 教 育 奨 励 表 彰 「 社 会 教育奨励賞」

 令和６年　平 取 町 文 化 連 盟 「 功 労 賞」

　 出 来 上 が っ た 布 の 絵 本 を も っ て、町 内 の 小 学 校
へ読み聞かせの訪問をしました。
　 今 で は 閉 校 と な っ た 旭 や 芽 生、豊 糠 な ど 小 規 模
校からスタートしました。

　 平 取 町 の 布 の 絵 本 の 評 判 を 聞
き 、各 地 の 読 書 活 動 サ ー ク ル が 訪
問され、交流をしました。
☆平成26 年６月３日
　石狩市 布の絵本「にじ」
☆令和元年６月25 日
　千歳市 布の絵本「ゆめの会」
☆令和元年６月28 日
　伊達市 「ブンブン文庫」

　 昭 和 5 8 年 、幼 児 や 小 学 生 を 持 つ 母 親 を 対 象
とした「ふれあい学級」（教育委員会主催）で、
旧 門 別 町 よ り 講 師 を 招 き 、「 布 の 絵 本 」講 習 が
開催され、「しらゆきひめ」を完成。
　 昭 和59 年 ４月、講 座 参 加 者12 名 で 布 の 絵 本
サークル「ふれあいサークル」を設立、活動開始。

ふれあいサークルのあゆみ

ふれあいサークル 40 年の活動にピリオドふれあいサークル 40 年の活動にピリオド

布の絵本をありがとう‼

　 令 和 ３ 年 ～ ４ 年 に か け て、町 内 の 保 育
所へ布の絵本（２冊）寄贈しました。
　 ま た、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ
り、乳 幼 児 健 診 で 布 の 絵 本 や 遊 具 に 触 れ
る 機 会 が な く な っ た こ と か ら、「 ミ ニ 布 の
絵 本 」を 作 成 し、保 健 福 祉 課 に よ る 赤 ち ゃ
ん 訪 問 を 通 じ て、赤 ち ゃ ん へ プ レ ゼ ン ト
しました。
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最後の展示会には、たくさんの方々が来場されました。

布のカレンダー布の遊具　はたらくくるま

　 サ ー ク ル と し て の 作 品 第 １ 号 は、
「布のカレンダー」（写真右）です。
　 毎 月 の 行 事 と 日 付 の 数 字 は、ス
ナ ッ プ ボ タ ン で 貼 り 替 え し ま す。完
成 か ら 現 在 ま で 長 く 図 書 館 で 展 示 し
て活用されています。
　 ま た、布 の 遊 具 は 、ア イ デ ア 満 載
の 手 作 り な ら で は お も ち ゃ で、子 ど
もたちに大人気でした。

一針一針、すべて手縫いで絵本をもとに立体的に仕上げます。

お話も会員皆さんの手書きです。

　 ま た、町 内 の 保 育 所 や 小 学 校、乳 幼 児 健 診 で
の 読 み 聞 か せ な ど、地 域 の 読 書 活 動 や ボ ラ ン
テ ィ ア 活 動 に 積 極 的 に 取 り 組 む と と も に、経 験
を 活 か し た 子 育 て 支 援 を 実 践 さ れ て き ま し た。
　 町 内 の 子 ど も か ら 大 人 ま で 誰 も が 知 る「 ふ
れ あ い サ ー ク ル 布 の 絵 本 」が、こ れ か ら も 子 ど
も た ち の「 読 書 へ の 扉 」と な り、平 取 町 の 温 か
み の あ る 優 し い 知 的 財 産 と し て 大 切 に 受 け 継
がれていくことを願ってやみません。

　 昭 和59 年 の 発 足 以 来40 年 に わ た り、布 地 や フ ェ ル ト、ひ も な ど を 使 い「 さ わ っ て 楽 し む 」
「動かして遊ぶ」絵本づくりから、多くの子どもたちに絵本の美しさや楽しさ、読書の大切さを
伝 え、平 取 町 で 生 ま れ 育 っ た 子 ど も た ち の 心 豊 か な 成 長 を 願 い な が ら 活 動 を 続 け て き た「 ふ
れ あ い サ ー ク ル 」（ 代 表 門 田 信 子 氏 ほ か 会 員 ８ 名 ）が、本 年 ３ 月31 日 を も っ て 解 散 す る こ と
に な り ま し た。こ の 間、布 の 絵 本 を は じ め エ プ ロ ン シ ア タ ー、布 の 遊 具 な ど100 点 を 超 え る 作
品（町立図書館寄贈分は137 点）を作り上げました。
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「交通安全 旗の波」運動（役場前）

　 ５ 月 １ 日 現 在 で 交 通 死 亡 事 故 ゼ ロ 日 が919 日 と 続 い て
います。平取町は、毎月15 日を「町民交通安全の日」とし
て、地域や職域で街頭啓発運動を実施しています。
　子どもから高齢者まで、町民一人ひとりが「ストップ・
ザ・交 通 事 故 」の ス ロ ー ガ ン の も と、交 通 安 全 の 意 識 を 高
めていきましょう。

4 /23 平取中学校

自転車シュミレーターによる

中学校の交通安全教室

4 /16 振内中学校

5/8 バチラー保育園

4/25 貫気別小学校

4/22 二風谷小学校

4/18 振内小学校

4/16 平取小学校

4/14 紫雲古津小学校

　

交
通
安
全
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
持
ち
、
通
学
路
な
ど
で
の
交
通
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
保
育
所
や

新
学
期
が
始
ま
っ
た
各
小
中
学
校
で

交
通
安
全
教
室
が
実
施
さ
れ
、
交
通

安
全
の
ル
ー
ル
、
正
し
い
マ
ナ
ー
を

実
践
的
に
学
び
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
通
学
路
で
の
安
全

な
歩
行
や
横
断
の
仕
方
、
自
転
車
の

乗
り
方
な
ど
、
登
下
校
の
交
通
安
全

を
確
認
し
ま
し
た
。
中
学
校
は
、
実

際
の
交
通
状
況
を
再
現
し
た
、
運
転

時
に
起
こ
り
う
る
危
険
を
体
験
で
き

る
「
自
転
車
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
」
を

活
用
し
た
安
全
教
室
を
行
い
、
自
分

の
運
転
を
見
直
す
と
と
も
に
、
危
険

予
測
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
！
交
通
安
全
‼

『
青
だ
け
ど
　
自
分
の
目
で
見
て
　
た
し
か
め
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

令
和
７
年 

全
国
交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
こ
ど
も
部
門
）
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　 多 く の 方 々 か ら 寄 贈 さ れ た 色 と り ど
り の 鯉 の ぼ り が 、今 年 も 国 保 病 院 や バ チ
ラ ー 保 育 園 の 空 を元気に泳ぎました。

元気に！健やかに！

       国保病院 鯉のぼり

小林 明美（荷菜)

３期目　℡2-3271

　行政相談員は、役所と皆さんのパイプ役です。皆さんから年金、
税金、登記、道路、河川、窓口サービス等、国の行政機関の業務
に関する苦情、要望、意見をお聞きして改善を図ります。口頭、
電話、手紙で行政相談員にお申し出ください。

行政相談員の紹介（敬省略）

　 人権 擁 護 委員は、皆さんのまちの気 軽な相談相手で す。町民の基 本 的人権 が 侵害され ないよう
絶えず 監視し、侵害があったときには、その相談相手となり適切な救 済を図ります。

和田 理一（荷菜）

１期目
中村 範子（本町）

１期目

福澤 早苗（振内町）

３期目

鈴木　茂（本町）

３期目

人権擁護委員の紹介（敬省略）

「特設人権・困りごと相談所」開設

相談は無 料です。相談内容の秘 密は厳 守

されます。予約は不要ですので、お気 軽に

お越しください。

〇日時　６月５日（木）10：00 ～15：00

　　　　　　　　（受付は14：30 まで）

〇場所　ふれあいセンターびらとり

　　　　　　　　　　１階　小会議室

　《問合せ》　町民課町民福祉係

　　　　　　　　　　（℡4-6113）

　 人 権 擁 護 委 員 は、い つ で も 地 域 住 民 か ら の 相 談
に 応 じ て い ま す。日 常 生 活 の 中 で、こ れ は 人 権 問 題
で は な い だ ろ う か と 感 じ た り、あ る い は 法 律 上 ど
の よ う に な る の か、よ く わ か ら な く て 困 る こ と が
あ る と 思 い ま す。そ の よ う な と き に 法 務 局 職 員 ま
た は 人 権 擁 護 委 員 が そ の 内 容 を 十 分 聞 い た 上 で、
権 利 を 守 る た め に 必 要 な 手 続 を 助 言 し た り、そ の
問 題 を 取 り 扱 う 関 係 官 公 署 や 法 律 事 務 所 等 に 紹 介
す る な ど、そ れ ぞ れ の 場 合 に 応 じ た 解 決 の 手 助 け
をします。
　 相 談 内 容 は、家 庭 内（ 結 婚、夫 婦、親 子、離 婚、
相 続、扶 養 等 ）や 近 隣 と の も め ご と、借 地 借 家 の 問
題、外国人差別など幅広い相談を受けています。

　人権擁護委員制度をご存じですか?　人権擁護委員制度をご存じですか?
　　　あなたのまちの相談パートナー　　〜６月１日は 「人権擁護の日」〜　　　あなたのまちの相談パートナー　　〜６月１日は 「人権擁護の日」〜

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば
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　 仁 世 宇 園 に 着 い て か ら は 、や ま べ 釣 り 大 会
を 楽 し み ま し た 。い ち ば ん 大 き な や ま べ を 釣
り 上 げ よ う と 景 品 を 狙 っ て 奮 闘 す る こ ど も
た ち 。ほ か に も、5,000 匹 の や ま べ 稚 魚 の 放
流 体 験 、自 分 で 釣 っ た や ま べ の 唐 揚 げ や 豚 汁
を堪 能して、充実した時間を過ごしました。
　 た く さ ん の 経 験 を し て 、自 然 の あ り が た さ
も 感 じ る こ と の で き た こ ど も の 日 と な り ま
した 。

　 ５ 月 ５ 日 ㈪、振 内 町 で 親 子 ハ イ キ ン グ（ 振
内 自 治 会・振 内 ス ポ ー ツ 協 会 共 催 ）が 開 催 さ
れました。
　 春 の 訪 れ を 感 じ さ せ る 陽 気 の も と、参 加 者
は の び の び と ハ イ キ ン グ を 楽 し み ま し た。振
内 青 少 年 会 館 か ら 仁 世 宇 園 ま で の 約 ７ ㎞ の
コ ー ス に は、長 く 急 な 上 り 坂 も あ り、こ ま め
に 休 憩 を し な が ら、38 人 全 員 で 元 気 い っ ぱ
いに歩きました。

　今年も開催！！
　第41 回「振内こどもの日親子ハイキング」

　 ４ 月 2 4 日 ㈭、中 央 公 民 館 に お い て 振 内 高 砂 大 学・平 取 義 経 大 学 の 合 同 入 学 式 を 実 施 し ま
し た。今 年 度 は 、振 内 高 砂 大 学 28 名 、平 取 義 経 大 学 1 1 名 の 合 計3 9 名 が 入 学 し、粘 土 細 工 体
験、合 唱 、町 外 施 設 見 学 な ど 、多 種 多 彩 な プ ロ グ ラ ム で 各 大 学 年 間1 4 回 程 度 の 活 動 を 行 う 予
定 です。
　 高 齢 者 大 学 で は、学 習 の 主 題 を 「 健 康 で 生 き が い の あ る 幸 福 な 生 活 を 求 め て 」と 掲 げ て、
学 生 同 士 が 顔 を 合 わ せ て 談 笑 す る こ と や さ ま ざ ま な 体 験 を 通 し て、生 涯 学 び 続 け る こ と の
楽 しさや喜びを感じることで「生きがい」に繋げることを目標として活動しています。
　 入 学 式 で は、松 田 拓 美 名 誉 学 長（ 教 育 長 ）か ら 激 励 の 言 葉 を い た だ い た あ と、学 生 を 代
表 して振内高砂大学 福澤 輝子さんが挨拶し、全員気持ちを新たに今年一年間の学習活動を
ス タートしました。

　〜いつまでも学びを大切に〜
令和７年度　高齢者大学合同入学式

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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♧ ５ 月 の 末 か ら ６ 月 に か け て、小 中 学 校 で は 一
　 学 期 の 大きな行 事として体 育 大 会 や 運 動 会 が
　開催されます。
　≪各校体育大会（体育祭）・運動会 開催日≫
　 ５月30 日　平取中学校体育祭
　５月31 日　振内中学校体育大会
　６月 ８日　二風谷小学校
　６月14 日　紫雲古津小学校・平取小学校
　　　　　　 貫気別小学校・振内小学校

平取小学校　入学式

　 令 和 ７ 年 度 の 教 育 活 動 が 始 ま り 、約 一 か 月 が 過 ぎ ま し た。各 学 校 で は、そ れ ぞ れ の 特 色 を
活かしながら、主体性のある教育の実現に向けて日々努力しているところです。
　 ま た 、参 観 日 や 学 校 運 営 協 議 会 等 に お い て 、今 年 度 の 経 営 方 針 等 を 地 域・保 護 者 の 方 々 に
ご 理 解 い た だ き、各 学 校 の 重 点 目 標 を 達 成 す る た め の 支 援 や 協 力 内 容 を 協 議 す る 場 と し て
充 実 を 図 っ て い る と こ ろ で す。平 取 町 が 目 指 す 教 育 活 動 を 実 現 す る た め に は、学 校 運 営 協 議
会 な ど の 公 的 な 場 だ け で は な く 、地 域 ・学 校 ・家 庭 が 連 携 を 密 に し 、日 常 的 に 子 ど も を 見 守
ることのできる環境をつくっていくことが大切です。
　 ５ 月 は、児 童 生 徒 に と っ て 年 度 当 初 の 緊 張 の 緩 み や 疲 れ か ら 心 身 の バ ラ ン ス を 崩 し や す
い 時 期 と な り ま す。学 校 で は き め 細 か な 児 童 生 徒 支 援 に 努 め て お り ま す が、家 庭 と の 連 携 や
地 域 の 方 々 の 温 か い 見 守 り が 必 要 で す。子 ど も 達 が、安 心 安 全 で 楽 し い 学 校 生 活 を 過 ご せ る
ように、これからもご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

〘本年度の各学校の児童生徒数・重点目標・研究主題など〙

□紫雲古津小学校　29 名   『対話をもとに、「あい」のある活動を深める子どもの育成』
　　　　　　　　　　　　【進んで考え学び合い、豊かに表現する子の育成】　　　　　　

□平取小学校　　  114 名   『「トライ＆チャレンジ」
　　　　　　　　 　　 　　～ 自 立（ 律 ）の 力・自 他 を 大 切 に す る 行 動 力 を 身 に 付 け た 児 童
　　　　　　　　　　　　の育成～』
　　　　　　　　　　　　【子ども達の「生き生きと話し合う力」の育成を目指した授業づくり】

□二風谷小学校　　17 名   「自己肯定感を高め、よりよく生きようとする子どもの育成」　
　　　　　　　　　　　　【対話を通して自分の考えを持ち、認め合う児童の育成】

□貫気別小学校　　14 名   「自ら学び、考え、表現できる子どもの育成（考える子）」
　　　　　　　　　　　   【自らの考えをもち、互いに学び合うことができる集団の育成
　　　　　　　　　　　　～子どもたちが関わり合い、学び合うよろこびを目指して～】

□振内小学校　27 名　「けじめをつけて行動し、友達を大切にできる、たくましい子の育成」
　　　　　　　　　　 【「わかった」「できた」に喜びを感じ、自ら学ぶ子どもの育成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～指導方法の工夫改善を通して～】

□平取中学校　91 名    「学び合い、励まし合い、支え合い、ふれあいのある学校」…「平中愛」
　　　　　　　　　　 【主体的に学習に取り組む生徒の育成
　　　　　　　　　　　　　〜生徒全員が生き生きと参加できる授業づくりを目指して】

□振内中学校　13 名    『 自 主 的 に 考 え、他 者 と 深 め 合 い、と も に 成 長 し て い こ う と す る 生 徒
　　　　　　　　　　　の育成～ふれないで「あい」を育む～』
　　　　　　　　　 　 【 自 立 性 を 育 む 複 式 学 級・学 校 を 目 指 し た「 振 中 ス タ イ ル 」の 確 立 
　　　　　　　　　　に向けて】

　『「主体的・対話的で深い学び」の
　　　　　　実現に向けた授業改善に取り組む体制づくり』

地域と連携・協働した教育活動を目指して
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【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

   

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
　
☎
４
‐
６
１
１
２

　

町
で
は
、
次
の
歯
科
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
妊
婦
歯
科
健
診

（
対
象
） 

平
取
町
に
妊
娠
届
を

提
出
し
た
妊
婦
と
そ
の
夫

◆
フ
ッ
素
塗
布
＆

　
　
　
　
　
　
歯
科
健
康
診
査

（
対
象
） 

満
１
歳
～
６
歳
児

◆
40
・
50
・
60
歳
健
康
診
査

（
対
象
） 

今
年
度
で
40
、
50
、

60
歳
に
達
す
る
者

◆
後
期
高
齢
者
歯
科
健
康
診
査

（
対
象
） 

今
年
度
で
75
歳
以
上

に
な
る
者

※
す
べ
て
無
料
で
す
。

※
町
内
の
歯
科
医
院
の
み
で
利

用
可
能
で
す
。

　

日
頃
か
ら
の
ケ
ア
が
大
切
な

こ
と
が
分
か
っ
て
い
て
も
、き
っ

か
け
が
つ
か
め
な
か
っ
た
方
は
、

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
歯
医
者
に
行
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

歯
科
健
診
事
業
の
実
施

　

今
は
予
防
の
時
代
で
す
。
歯

周
病
だ
け
で
は
な
く
、
全
身
の

予
防
の
た
め
に
も
か
か
り
つ
け

歯
医
者
を
見
つ
け
、
定
期
的
に

受
診
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

➌
健
康
寿
命
が
延
び
る

　

近
年
、
お
口
の
病
気
が
全
身

の
病
気
に
関
係
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

歯
周
病
が
重
症
化
す
る
と
、
菌

が
血
液
内
に
入
り
込
み
、
糖
尿

病
や
心
臓
疾
患
、
脳
梗
塞
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
な
か
で
も
い

ち
ば
ん
重
要
な
の
が
糖
尿
病
と

歯
周
病
の
相
互
関
係
で
す
。

　

糖
尿
病
と
歯
周
病
は
と
て
も

関
連
深
く
、
進
行
・
重
症
化
し

た
歯
周
病
が
糖
尿
病
の
血
糖
管

理
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

歯
周
病
を
き
ち
ん
と
治
療
す
る

こ
と
で
糖
尿
病
の
悪
化
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

➋
歯
石
の
除
去
が
で
き
る

　

実
は
歯
ブ
ラ
シ
だ
け
で
は
、

６
割
程
度
し
か
落
ち
ま
せ
ん
。

落
ち
ず
に
放
置
さ
れ
た
汚
れ
は

虫
歯
や
歯
周
病
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
歯
垢
が
歯
石

と
な
る
と
、
自
分
で
は
除
去
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
歯
医
者
さ
ん
の
機
械
で
磨

き
に
く
い
部
分
な
ど
を
中
心
に

定
期
的
に
歯
石
を
取
っ
て
も
ら

う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
で
歯
を
削
ら
ず
、
簡
単
な
処

置
で
済
む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

➊
虫
歯
や
歯
周
病
の

　
　
　
　
　
早
期
発
見

　

虫
歯
や
歯
周
病
は
初
期
の
段
階

で
は
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
気
づ
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
、
歯
を
支
え

て
い
る
骨
を
溶
か
し
て
し
ま
い
、

最
終
的
に
抜
け
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
最
近
い
つ
歯
医
者

に
行
き
ま
し
た
か
。

　

私
は
先
月
に
行
き
ま
し
た
が
、

虫
歯
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
は
、
何
の
た
め
に
行
っ

た
の
か
…
。
歯
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

と
口
の
中
に
異
常
が
な
い
か
診
て

も
ら
う
た
め
で
す
。
歯
医
者
に
は

歯
が
痛
く
な
っ
て
か
ら
行
く
方
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
は
定
期

的
に
歯
医
者
に
行
く
と
さ
ま
ざ
ま

な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

歯
科
健
診
に
行
こ
う

保健福祉課 保健推進係

歯科衛生士の小澤です

よろしくお願いします

　

皆
さ
ん
は
歯
科
衛
生
士
と
い
う

職
業
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
看
護

師
、
保
健
師
、
栄
養
士
と
い
う
職

業
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
で
は
、
看
護
師
で
も
な

く
、
保
健
師
で
も
な
い
、
歯
科
衛

生
士
と
は
一
体
何
者
な
の
か
…
。

　

簡
単
に
言
う
と
歯
科
衛
生
士

は
、
歯
科
医
師
の
右
腕
と
し
て
治

療
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、
皆

さ
ん
の
お
口
を
守
る
医
療
専
門
職

で
す
。
多
く
の
歯
科
衛
生
士
は
ク

リ
ニ
ッ
ク
や
病
院
で
働
き
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
介
護
施
設
や
福
祉

施
設
、
そ
し
て
市
町
村
で
働
く
歯

科
衛
生
士
も
増
え
て
き
て
、
よ
り

皆
さ
ん
の
身
近
な
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。
歯
や
お
口
の
こ
と
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
歯
科
衛
生
士
」
と
は

　

す
こ
や
か
だ
よ
り
で
は
毎
月

健
康
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
歯
科
衛
生

士
に
つ
い
て
」
と
「
歯
科
健
診
に

行
こ
う
」
の
２
つ
で
す
。

「
歯
科
衛
生
士
」
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
歯
科
健
診
の
重
要
性
～

保健福祉課からのお知らせ保健福祉課からのお知らせ

すこやかだよりすこやかだより
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         
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報
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掃
除
し
た
部
屋
に
た
っ
ぷ
り
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朝
田　

雪
萌

菜
の
花
の
中
か
ら
孫
の
花
粉
顔　
　
　
　
　
　

遠
藤　

紫
光

リ
ラ
冷
え
の
朝
の
葬
送
背
中
丸
め　
　
　
　
　

加
藤
え
い
子

か
た
つ
む
り
通
っ
た
跡
を
残
し
お
り　
　
　
　

川
上
八
重
子

ル
ピ
ナ
ス
の
紫
夜
に
溶
け
ゆ
け
り　
　
　
　
　

熊
谷　

厚
子

鯉
の
ぼ
り
数
多
寄
付
さ
れ
泳
ぎ
舞
ふ　
　
　
　

千
葉　

俊
子

春
し
ぐ
れ
傘
を
さ
そ
う
か
濡
れ
よ
う
か　
　
　

長
野　

新
一

鬼
ご
っ
こ
藤
棚
く
ぐ
り
逃
げ
る
児
よ　
　
　
　

中
村　

節
子

ひ
か
り
に
は
匂
い
が
あ
る
ね
若
楓　
　
　
　
　

西　
　

希

リ
ラ
冷
え
の
帰
り
し
道
に
花
開
く　
　
　
　
　

野
口
勢
津
子

雪
折
れ
の
枝
に
咲
い
て
る
赤
つ
つ
じ　
　
　
　

道
政
サ
ツ
子

迷
い
し
か
窓
に
貼
り
つ
く
蝸
牛　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
子

楢の実俳句会楢の実俳句会

 令和７年４月寄附件数・寄附金額

　　　　　671 件   15 ,232 ,500 円

 令和７年度累計

　　（４月１日～４月30 日まで）

　　　　　671 件   15 ,232 ,500 円

ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附

戸籍の窓口戸籍の窓口

（前月比）

人　口 4,415 人 （ 38 人）

男 2,183 人 （ 34 人）

女 2,232 人 （  4 人）

世帯数 2,404 世帯  （ 48世帯）

※令和７年 4月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数


